
学習日：　　月　　　日

2022年度　甲陽学院中学２日目【算数】大問３

　下の図のような直方体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨがあり、ＡＢ＝ＡＤ＝６ｃｍ、ＢＦ＝８ｃｍです。

正方形ＡＢＣＤの２本の対角線ＡＣ、ＢＤの交点をＰとします。４点Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｄを通る平面

と四角すいＰ―ＥＦＧＨの辺ＰＥ、ＰＨとの交点をそれぞれＱ、Ｒとします。 

（１）
長さの比ＰＲ：ＲＨを最も簡単な整数の比で表しなさい。

（２）
四角形ＱＦＧＲの面積は四角形ＡＦＧＤの面積の何倍ですか。

（３）
四角すいＰ―ＥＦＧＨを４点Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｄを通る平面で２つに切り分けるとき、
点Ｅをふくむ方の立体の体積を求めなさい。
ただし、角すいの体積は（底面積）×（高さ）÷３で求められます。
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